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Pay for Success~成果連動型の民間委託とSIB
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Pay for 

Success

成果連動型
支払い

ソーシャ
ルインパ
クトボンド

• 成果指標を設定
• 行政は成果が出た時だけ支払う

• 成果が出るま
での間の資金
手当て

• 成果が出ない
場合の財務リ
スク回避

成果連動
型契約

外部資金
調達有り

外部資金
調達無し

ソーシャルインパクトボンドは成果連動型の公共サービス提供のファイナンス手法の一つ



成果連動型民間委託の意義
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行政にとっての財政的なリスクを抑えながら、民間の新しい

取組みを活用できる

新しいサービスの試行

意義1

関係者が成果指標を共有し成果が可視化されることで、

サービスの質の向上、成果の向上につながる

既存サービスの改善

意義2

成果を基準に委託料を支払うことで、信頼性が高く成果を生

み出す力のある事業者の成長につながる

優良な民間事業者の育成

意義3



成果連動型民間委託の普及に向けた課題

１．複数年度の事業遂行

地方自治体で債務負担行為の実績はあるが、国の事業も含めて複数年

度にわたる事業を実施できる枠組みが必要

２．国と地方の負担配分

国と地方自治体で予算を分担する交付金・補助金事業では自治体単体

で予算措置をすることのハードルが高い

３．成果指標や支払い条件のガイドラインや基準

自治体ごとに成果評価や支払い条件の仕組みづくりを行うのは負担が

大きく、自治体ごとのバラつきが生じる
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